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アブストラクト：本論は、都市 OS「FIWARE」と IoTデバイス「Raspberry Pi」を活用し、アプリ

ケーション開発者がセンサーデータやオープンデータを簡単に利用できる仕組みを提供するた

め、デバイス登録やデータ参照を仲介するブローカーの構築・評価を行う。 
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１．はじめに 

現在、日本ではシステムにより、経済発展と社会的

課題の解決を両立する人間中心の社会である

「Socicty5.0」を実現に目指している[1]。中でもス

マートシティでは、IoT やデータ活用を通じて都市の課

題を解決し、快適な生活環境を提供する都市の形態で

あり、その基盤として「都市OS」がある。都市OSとは、

様々なデバイスやシステムから収集されたデータを一

元管理し、リアルタイムでの分析やサービス提供を可能

にする。都市 OS はスマートシティにおけるデータ統合

とサービス連携を支える重要な技術である。一方で、

現在の既存システムでは統計データや各種センサーな

どによる収集データを用いて社会問題の解決に取り組

んでいる。しかし、既存のシステムは分野ごとに作られ

ており、それぞれのシステムの中でデータが活用され、

システム間でのデータ利活用が困難な状況にある。本

研究では、これらの問題に対して都市 OS の技術を駆

使して、センサーデータやオープンデータの新たな利活

用にアプローチしていく必要がある[2]。 

 

２．研究目的 

本研究の目的は、都市 OS(FIWARE)と IoT デバ

イス（Raspberry Pi）を用いたアプリケーション開発

の容易化を行いながら、都市 OS で外部データの集積

を行い、アプリケーションでの外部データ及び瞬間的な

センサーデータの利用が実現可能か検証、評価するこ

とである。 

 

３．研究課題 

本研究の課題は、アプリケーション開発者が都市

OS と IoT デバイスの知識を有していない場合に、都

市OSに対して適切な IoTデバイスの登録や都市OS

内の集積データの参照を行うことができない。そのた

め、アプリケーション開発者と都市OSとの間に IoTデ

バイスの登録やデータの参照を代替する異種データ連

携ブローカー（仲介者）が必要であると考える。 

 

４．関連研究 

中橋,陳,中村らは、情報社会における膨大な情報の中

から有用な情報が見つけれられない問題に対して、

IoT デバイスとプラットフォームが連携することにより、

アプリケーションの生産性向上と分野を超えたデータ

やサービスの連携を目指した。研究では、異種 IoTデ

バイスと IoTプラットフォームを仲裁するサービス IoT 

Mediatorを提案し、実際に FIWAREを用いてプロ

トタイプ実装を行った。また、異種 IoT の同時制御を

行うデモアプリの制作を行い、デバイスの配備にかかる

煩雑さを低減した。課題は一般的なセンサーのプラット

フォームとの連携容易化を実現することやクラウドサー

ビスをプラットフォーム に連携し、サービス同士の連携

を効率化させることを挙げていた[3]。本研究では、関

連研究の課題で挙げていた一般的なセンサーのプラッ

トフォームとの連携容易化に着目し、Raspberry Pi

を FIWAREに代替して配備するサービスを実装し、

一般的なセンサーと FIWAREの連携する異種データ

連携ブローカーを実現する。本研究の異種データに

は、IoTデバイスにより動的にデータの内容が変わる

PG06 大学コンソーシアム八王子第16回学生発表会



「センサーデータ」と、静的だが大規模かつ形式が統一

されていない「オープンデータ」の 2種を扱うことにす

る。また、関連研究ではセンサーデータを他デバイスに

利用していたが、本論文ではセンサーデータをアプリケ

ーションで利用できる解決手法を提案する。 
 

５．提案手法 

本研究では、FIWARE と Raspberry Piを用いた

異種データ連携ブローカーの構築を行う。本研究のプ

ロセス全体を表した図を図１に示す。 

 

 
 

図 1：プロセス図 

 

５．１ IoTデバイスの登録 

 ここでは、アプリケーション開発者がセンサーデータ

を利用できるように IoTデバイスからセンサーデータを

送信できるようにする必要がある。そのため、用意した

IoT デバイスを代替してプロビジョニングを行う。プロ

ビジョニングとは、システムやネットワーク、デバイスの

利用を開始するために必要な設定やリソースの割り当

てを行うプロセスを指す。FIWARE ではデバイス ID,

エンティティ名などを記述することで配備することがで

きる。IoT デバイスを代替してプロビジョニングを行う

ことで、IoTデバイス開発者が FIWAREへのプロビジ

ョニングの方法を知らなくても、センサーデータを送信

することができる。 

 

５．２ オープンデータの追加 

 ここでは、アプリケーション開発者がオープンデータ

を利用できるようにFIWAREへオープンデータを送信

する必要がある。そのため、オープンデータを代替して

送信し、FIWARE でオープンデータの集積を行う。ま

た、データを追加する場合には、NGSI 形式というデー

タ形式にする必要がある。そのため、アプリケーション

開発者が FIWARE に送信する前に NGSI 形式への

変換ツールを用いることで、適切にデータ送信を行うこ

とができる。 

 

５．３ 外部データの参照 

 ここでは、アプリケーション開発者が FIWARE に対

して参照したいデータを問い合わる必要がある。その

ため、アプリケーションから参照したいデータの問い合

わせを代替して行う。その際にアプリケーション開発者

が、FIWARE に集積しているデータの中からアプリケ

ーション開発者が使用したいデータを選択し、代替して

問い合わせを行うことで、アプリケーション開発者が問

い合わせ方法を知らなくても、使用したいデータを受け

取ることができる。また、FIWAREから返答されるデー

タはNGSI形式であるため、アプリケーション開発者が

必要とするファイル形式に変換する必要がある。アプリ

ケーション開発者がファイル形式を選択することで必要

とするファイル形式への変換を行い、アプリケーション

に返答する。 

 

６．評価 

 本研究の評価は、異種データ連携ブローカーの有無

によるアプリケーション開発における開発工数の比較

で評価を行う。目標は、異種データ連携ブローカーの

利用による開発人数や開発時間の削減、アプリケーシ

ョンのシステムで直接使用するデバイス・モジュールの

削減などを行う。 

 

７．これまでの調査 

FIWAREの環境構築や Raspberry Piを用い

て、温度センサーと超音波距離センサーの動作確認を

行った。そして、IoTデバイスの登録については、

Raspberry Piを用いて IPアドレスなどの設定を行

い、センサーデータを送信するプログラムを作成した。

Raspberry Piを用いたプロビジョニングも行い、

FIWAREにセンサーデータが追加されていることを確

認した。オープンデータの追加では、用意したデータを

作成した変換ツールを通して、FIWAREに追加されて

いることを確認した。 

 

８．今後の計画  

今後の計画としては、異種データ連携ブローカーを用

いて、地域活性化を図る地図サービスや自然災害など

の問題を対処するデータ連携サービスなどを実現した

いと考えている。そのためには、まだ動作確認ができて

いない部分について、調査を行いながら修正を行う。ま

た、まだ作成できていない外部データの参照プログラ

ムを作成する。そして、作成した各プログラムを一つの

サービスとして統合し、その後は作成したサービスを用

いて評価・実証を行う。 

 

９．参考文献 

[1] Socicty5.0 とは：内閣府 

  https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/ 

[2] データ利用活用型都市経営を実現する情報プ  

ラットフォーム：FIWARE  

https://jpn.nec.com/techrep/journal/g18/n

01/pdf/180110.pdf 

[3] 中橋 友郎,陳 思楠,中村 匡秀,”異種 IoT とプラ

ットフォームの連携を容易化するサービスの研究開発”

（2022） 

PG06 大学コンソーシアム八王子第16回学生発表会

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g18/n01/pdf/180110.pdf
https://jpn.nec.com/techrep/journal/g18/n01/pdf/180110.pdf

